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わが国では急速な高齢化とともに、介護の問題が老後の

最大の不安要因となっています。

介護が必要になっても、残された能力を活かして、 でき

る限り自立し、 尊厳を持って生活できるようにすることは

平国民共通の願いですが、 現実には家族だけで介護を行う こ

とは非常に困難になっています口

介護保険制度は、 介護を社会全体で支え、 利用者の希望 成を尊重した総合的なサービ、スが安心して受けられる仕組み

を創ろうとするものです。

12 
-国、県等は、財政面及び事務面から市町村を麦援します。 年

み11;-:何日時割問川村，，~;;-;IJ恒I.~ヤ出巴与~

4 -要介護認定の申請の受付は、 平成11年10月頃からはじまります。

介護保険に加入するのは、40歳以上の方です

月この制度は、 市町村が実施・運営 !こあだるどめ40歳以上の方|革、 住ん

でいる市町村の介護保険の被保険者となります。

被保険者は、 年齢lこより2つlこ区分され、サービスを受ける条件や保

\布、険料の計算、納付の万法が異芯ります。

第1 愚被保険者 (65歳以上) 第2号被保険者 (40歳以上65歳未満) ら所得lこ応じ定額|こなります。 加入し ている医療保険|こより異毛より 、

-年金額が一定以上の人は年金から天 現在吏払っている医療保険とあわぜて

引きされます。 吏払います。

保 ・それ以外の人は個別lこ支払います。 -健康保険では、

保険料は給料c応じて上下します。

険 保険料は事業主と折半lこなります。

~ぶ:デ\
健康保険の被扶養蓄は直接の費用負

料 担は有りまぜん。

-国民健康保険では、

保険料は所得や資産芯ど|こ応じて上

下します。

ま封 寝回り画制どで油、醐食事 | 初老醐果、脳血管障害など老化仁伴
など常!こ介護が必要な人。 う病気で介護などが必要となった人。

象者 家事や身支度などの日常生活に支援が
l必要主主人。

介護サービス費用の1割 介護サービス費用の1 割

費 (低所得者|こは高額介護サ ピス費、 (低所得者!こは高額介護サービス費、

" 用 | 施設 |こ入つだ場合の食費について低 施設!こ入った場合の食費|こついて低

い額を設定する) い額を設定する) • • 
介護保険係 964-200 1 紛 2 



、..，;

在宅サービス
O訪問介護(ホームヘルプ)
O訪問入浴
。訪問看護

O訪問リハビリテーション
O日帰りリハビリテーション
(デイケア)

O居宅療養管理指導
(医師・歯科医師による訪問
診療など)

。日帰り介護
(デイサービス)

。短期入所生活介護
(ショートステイ)

O短期入所療養介護
(ショートステイ)

0痴呆対応型共同生活介護
(痴呆性老人のクループホ
ーム)

。有料老人ホーム等におけ
る介護

O福祉用具の貰与・購入費の

支給

。住宅改修費の吏給

(手すり、白差の解消など)

l 要介護認定とサービスの利用方法!

介護サービス計画
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施設サービス

施設サービス
O介護老人福祉施設

(特別養護老人ホーム)

O介護老人保健施設

(老人保健施設)

O介護療養型医療施設

- 療養型病床群

ー 老人性痴呆疾患療養病棟

.介護力強化病院

(施行後3年間)

定

介護認定審査会
(保健・医療・福松の学露経験者による判定)

訪問調査の結果と、かかりつけ医の意見書に基づき、
要介護状態・要支援状態か否か、及びその程度を判定します。

言刃
回~\

介
護
が
必
要
な
高
齢
者

市
町
村

g多

Gj 
-本人や
家族などが申請

位え

⑨唾￠

訪問調査

(欝謹話空間
かかりつけ医
の意見書

-寝疋きりや痴呆芯どの要介護状態、ま左は、要吏援状態lこあるか否か、及び介護の必要度(要介護度)

を判定してもらう定め、市町村|こ要介護認定の申請を行う!iZ、要があります。

・認定されると、 申請日以降|こ利用し左サービスについて給付が受けられます。
・ 要介護認定は一定期間ごとに見直しがあります。 また重度になったときは、期間の途中でも要介護度を変更しでも

らえます。

・ 申請を行うと、市町村の職員 、 または市町村の委託を受けた施設や事業者の職員(介護支援専門員)が家庭にうかがも

い 、 心身の状況などの調査をします。 その調査結果とかかりつけ医の意見書をもとに、保健・医療・福祉の専門家からな

る審査会で判定し、その結果に基づいて通知がきます。

-介護保険のサ ビスを利用しだ場合、利用者はかかっ左費用の1割を負担します。ま左、施設入所の

場合、食費は医療保険と同様の利用者負担ガ、あります。

なお 、 1 割負担が高額になる場合、 自己負担の上限を設定します(高額介護サービス費) 。
低所得者には高額介護サービス費や食費負担について、低い額を設定することにしています。

役場保険年金課問い合わせ先3 広報しげのぷ 4月号



去
院
の
際
の

食
事
代
に
つ
い
て

(
老
人
医
療
)

現
在
、
医
療
機
関
巴
入
院
さ
れ
て
い

る
万
仁
つ
い
て
の
、
入
院
時
の
食
費
は
、

他
の
医
療
費
と
別
枠
で
次
の
と
お
り
定

額
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一標
準
負
担
額
一

一
一

日
に
つ
き
七
六

O
円
一

定
一
定
し
、
次
の
場
〈
一
口
巴
該
当
さ
れ
る

万
は
、
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

①
町
民
税
非
課
税
の
世
帯
の
万

一
日
巴
っ
き
六
五

O
円

②
①
C
該
当
さ
れ
る
万
で
、
過
去

一
年

間
の
入
院
日
数
が
九
十
日
を
越
え
る
場

〈一口

一
日
巴
っ
き
五

O
O
円

③
①
巴
該
当
さ
れ
る
万
で
、
老
齢
福
祉

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合

一
日
巴
っ
き

二
一O
O
円

①
②
③
巳
該
当
さ
れ
る
老
人
保
健
医

療
受
給
者

、

及
び
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
現
在
入
院
さ
れ
て
い
る
万
は
、
役

場
保
険
年
金
課
巴
て
標
準
負
担
額
減
額

認
定
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

な
お
現
在
、
減
額
認
定
証
(
育
刻
期

限
・
平
成
二
年
五
月
三
一
日
)
を
お
持

ち
の
方
も
、
更
新
申
請
手
続
が
必
要
で

す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

※
老
人
保
健
医
療
受
給
者
の
万

-
印
鑑
・
受
給
者
証
・
健
康
保

険
証
・
領
収
書
(
入
院
日
数
が

確
認
で
き
る
も
の
)

※
国
民
健
康
保
険
加
入
の
万

-
印
鑑
・
保
険
証
・
領
収
書

(
入
院
日
数
が
確
認
で
き
る
も

の
)

学生のみなさん

国民年金の加入手続は
お済みですか?

、

戦没者のご遺族のみなさまへ

特別弔慰金が
支給されます

大学や専修学校!こ在学中のみ定よさん。国民年金の加入

手続きはお済みですか。

「年金なんて、ま定ま芝先のこと .J

「年金なんて、関心ない !J

などと考えていまぜんか。

老後は誰!こでも訪れます。

ま芝加入手続の済んでいない学生のみなさん。合すぐ

住民票のある市町村の国民年金係で手続きをしましょう。

芯お、本人!こ代わって両親ガ手続きをすることもでき

ます。

戦没者死亡当時の三親等内親

族で次の要件を満左す方

1 . 第六回特別弔慰金国庫債

券の受給権を取得してい

ないこと

2 平成11 年4月 1 日現在、公

務扶1311料、遺族年金等の

受給権を育する遺族刀、い

ないこと

対象者

4 

J 

額面24万円、 6年償還の記名

国債

平成11年4月 1 日~

平成14年3月3 1 日

冨964-2001杓役場福祉課

支給内容

請求期間

請求窓口

、



国
民
健
康
保
険
(
以
下
国
保
)
は
、
病

気
や
け
が
を
し
左
と
き
巴
か
か
る
医
療

費
を
ま
か
な
っ
て
い
る
大
切
な
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
を
維
持
す
る
定
め
の
主

な
財
源
は
、
国
な
ど
の
補
回
金
と
被
保

険
者
、
か
納
め
る
保
険
税
で
す
。
保
険
税

は
、
日
頃
か
ら
被
保
険
者
、
が
そ
れ
ぞ
れ

の
収
入
等
巴
応
じ
て
納
付
す
る
し
く
み

と
な
っ
て
お
り
、
保
険
制
度
を
支
え
る

根
幹
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
税
の
決
め
方

そ
の
年
に
見
込
ま
れ
る
医
療
費
か
ら

補
回
金
と
被
保
険
者
が
医
療
機
関
の
窓

口
で
吏
払
う
一
部
負
担
金
を
除
い
た
部

分
、
か
保
険
税
と
な
り
ま
寸
。

具
体
的
巴
は
表
ー
の
よ
う
巴
計
算
さ

れ
ま
す
。

納
付
回
数
が8
回
か
5
m
回
に

保
険
税
は
、
こ
れ
ま
で
一
年
間
分
を

七
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
の
八
回
巳
分

け
て
納
め
て
い
芝
、
だ
い
て
お
り
ま
し
だ

が
、
平
成
二
年
度
よ
り
六
月
か
ら
翌

年
三
月
ま
で
の
一

O
回
納
付
に
愛
更
し

ま
す
。一

回
当
り
の
納
付
額
を
少
な
く
し
、

納
め
や
す
く
す
る
定
め
巴
愛
更
す
る
も

の
で
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
税
は
期
限
内
に
1

保
険
税
の
納
税
通
知
書
は
、
世
帯
主

あ
て
巴
送
ら
れ
ま
す
。
世
帯
主
自
身
、
ガ

サ
ラ
リ
ー
マ
ツ
な
ど
国
保
の
被
保
険
者

で
な
く
て
ち
、
被
保
険
者
の
い
る
世
帯

主
は
、
保
険
税
を
納
め
る
義
務
、
か
あ
り

ま
す
。

被
保
険
者
の
高
齢
化
巴
よ
る
医
療
費

の
増
加
等
巴
よ
り
国
保
の
財
政
は
、
大

変
苦
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
保
険
制
度

は
、
相
互
扶
回
を
前
提
巴
成
立
し
て
い

ま
す
の
で
、
保
険
税
の
未
納
が
あ
る
と

財
政
は
さ
ら
巴
厳
し
く
な
り
、
適
正
な

運
営
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
他
の
人
巴

も
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

期
限
内
巴
必
ず
納
付
し
て
下
さ
い
。

保
険
税
を
滞
納
す
る
と

災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
が
な
い
の

巴
保
険
税
を
滞
納
し
、
督
促
、
催
告
等

を
通
じ
て
も
保
険
税
の
滞
納
が
続
く
場

合
仁
は
、
や
む
を
得
ず
被
保
険
者
証
を

返
還
し
て
い
E
E
い
疋
り
、
給
付
の
全

部
又
は
一
部
の
差
し
止
め
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

被
保
険
者
証
返
還
の
措
置
が
と
ら
れ

ま
す
と

、
医
療
費
は
い
つ
左
ん
全
額
自

己
負
担
と
な
リ
、
滞
納
し
て
い
る
保
険

税
の
完
納
又
は
滞
納
額
の
著
し
い
減
少

な
ど
に
よ
り
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ

だ
後
で
保
険
給
付
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
芝
、
保
険
税
の
滞
納
は
、
他
の
税

と
同
じ
よ
う
巴
差
し
押
さ
え
な
ど
滞
納

処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

災
害
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ

り
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
税
務
課
保

険
税
係
仁
ご
相
談
下
さ
い
。

加
入
・
脱
退
と
保
険
税

保
険
税
は
、
転
入
、
他
の
医
療
保
険

か
ら
の
離
脱
(
会
社
退
職
な
ど
)
な
ど
で

国
保
へ
の
加
入
資
格
が
で
き
左
月
分
か

ら
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
逆

仁
転
出
、
他
の
医
療
保
険
へ
の
加
入
な

ど
で
国
保
か
ら
脱
退
し
だ
場
合
は
、
脱

退
し
だ
月
の
前
月
分
ま
で
課
税
さ
れ
ま

す
。国

保
へ
の
加
入
に
は
届
け
出
が
必
要

で
す
。
届
け
出
、
ガ
遅
れ
る
と
加
入
資
格

の
で
き
左
と
き
仁
さ
か
の
ぼ
っ
て
(
最

高
三
力
年
分
)
保
険
税
を
納
付
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
保
険
税
は
、
前
年
の
所
得
巴

よ
り
算
定
し
ま
す
の
で
、
所
得
の
申
告

が
遅
れ
だ
場
合
な
ど
は
後
で
追
加
徴
収

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

下
さ
い
。

世帯の被保険者の

固定資産税額

に対して60%

詞

+1 世帯の被保険者 |+1322?話器1+
一人につき17 ， 200円 1 . 1 

I I 控除)控除後)に対
(17 ， 200円×被保障者数)1 1 して8%

一世帯につき

22 ， 700円

優
良
納
税
区
表
彰

i

納
税
率
胤
1

播
磨
台
団
地
区
j

四
月
二
五
日
仁
実
施
さ
れ
芝
町

民
大
運
動
会
で
、
町
税
の
納
付
成

績
が
優
芳
な
一
O
地
区
が
表
彰
さ

れ
ま
し
定
。

こ
の
表
彰
は
、
過
去
四
年
間
の

収
納
率
を
基
準
巴
、
上
位

一O
地

区
、
ガ
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、
最
優

君
の
播
麿
台
団
地
区
は
、
収
納
率

九
九
・
九
%
と
大
変
立
派
芯
成
績

を
お
さ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

舎
後
と
ち
納
税
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
優
良
納
税
区
〉

播
麿
台
団
地
区

田
窪
団
地
区

上
林
区

志
津
川
区

北
野
台
団
地
区

上
樋
団
地
区

上
村
区

田
窪
区

見
奈
良
区

樋
口
区
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ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

B
C
G

接
種

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
は

、

結
槙
巴
か
か
っ
定
か
ど
う
か
を
調

べ
る
検
査
で
す
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

注
射
の
相
時
間
後
巴
判
定
を
し

、

陰
性
の
場
合
巴
は
B
C
G

接
種
を

行
い
ま
す
。

B
C
G

接
種
は

、

を
防
ぐ
予
防
接
種
で
す
。

詳
し
い
内
容
巴
つ
い
て
は

、

「
予
防
接
種
手
帳
」
等
を
ご
貰
下

さ
い
。

※
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
保
健

婦
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

富
九
六
回
l

四
一
七
O

結
核
の
発
病

ツベルクリン反応検査 l !ツ反判定及びBCG接種

; 2: 

6主主ぐ!星; d安多安
とき 対象者 ;とき 内 容

同国 ⑭軍日唾っ6月四母日に6月 15 日
平成10年8月 1 日~ , 
平成11 年2月 28日生まれ Ll.h,1l 6月 17 日

(:k) 及び4歳未満の未検査児 l l 岡, , 再検査

6月 23日 6月 18日ツベルクリン反応検 l } 6月 25 日 目⑩⑭岡 査の結果、陽性の乳幼児、時 樹
~今保健相談|再検査| 友び4歳未満の未検査児 1 1 

ところ 町民会館 -母子健康手帳

受付時間
午後2時~2時30分 持参品 -重信町発行の予防接種手帳(予診票) I 

(時間厳守) -印鑑 ・体温計

参考)次回のツベルクリン反応検査及びBCG接種は、平成11年3月 1 日 ~7月31 日生

まれ及び4歳未満の未接種児を対象|こ、 11 月|こ実施します。 詳しくは、 「広報しげ

のぷ10月号」でお知らぜします。

健康づくり料理講習会
~先手必勝!ころばぬ先の健康食~
みなさんは一日に必要な力ルシウム (600mg)

をちゃんと摂っていますか? 毎日の食事!こち

ょっと手を加えるたさけで簡単c力ルシウムガ、摂

れ、骨の強化lこつなが、る方法があります。 お友

達を誘ってお気軽|こご参加下さい。

i之乙{之乙健康ツ?一

と き と」ろ

6月 3日同 10:00~12:00 上樋集会所

9月 7日側 10:00~12:00 西岡公民館

10月 19日凶1O :00~12:00 播磨台団地集会所

11 月 18日同 10:00~12:00 新村集会所

12月 1 日凶1O :00~12:00 堀池集会所

6 

-内容
・頭と体と膏袋の勉強会

・全身を使って体験学習しよう

・ここ芝けの話

・試食

・正しい歩き方指導

・準備物

・おはし・お皿

・運動ができる服装でお越し下さい0

・管理栄養士、 保健婦が担当します。

※お申し込み

地区衛生委員(P7参照)ま左は役場栄養士・保

健婦までお気軽|こご連絡下さい。

減量講座 骨・コツコツ講座 足あし講座

文サ 40歳以上の女性 40歳以上の女性 40歳以上の女性

(男性の受講も可) (男性の受講も可) (男性の受講も可)
象 70名 70名 70名

.6月 14 日(月)~ .6月 14 日(月)~ .7月5日(月)~

6月24日休)予定 6月 24日(木)予定 7月8日(木)予定

-体力測定 -体力測定 -体力測定

-骨密度測定(無 -骨密度測定(無 -歩行動作撮影
と 料)等 料)等 等

き .7月末~6ヵ月間 .7月末~6ヵ月間 .8月上旬~3ヵ月間
. -主にストレッチ -足腰を強くする -正しい歩行フォ
内 や歩行 運動 ームの指導

台回そ河 -簡単なレクリ工 -ボールなどを使 -レクリエーション

ーンョン ったちょっと汗ば、 ゲーム

-家庭での散歩 むゲーム

-家庭で行うスト

レッチと運動

骨粗軽症が気にな 骨粗軽症が気にな 自分の身体に合った

目 る、足腰をもう少し強 る 、 足腰をもう少し強 より効果的な歩き方

くしたい、あるいは体 くしたい方のための講 を身に付け、転倒を
的 重が気になる方のた 座です。 予防する講座です。

めの講座です。

6月 1 日午後 1 時より町民会館で説明会を開催

します。

5月25日か528日までにお申し込み下さい。

(冨964・4170)



ぜひ、 f組j に加入を f
重信町には「自治区J と
その下部組織として「組J があります。
ぜひ、「組」にご加入ください。
「組J 1こ加入するには

(1) 既容の組lこ加入できます。

どこの組|こ加入するかご不明な場合は、住所地の区

長(下表参照)までお問い合わせ下さい。

(2) 未加入の万、何戸かで新し<組を作ることができます。

組名 ・ 組長を決め、 組員名簿を役場総務課及び区長

まで提出して<古さい。

問い合わぜ先役場総務課

平成11年度衛生委員
母子保健推進員名簿

内線215

区長名簿
地 区 名 区長氏名 電話番号

山 之 内 宮田克信 964-8969 

樋 口 和田忍勝 964-6085 

横 河 原 水田博孝 964・2526

志 j章 JII 露口博臣 964-6479 

西 岡 葛原 匡 964-3276 

見 ::ts:: 良 池川満一 964-8526 フ宣言Z

田 窪 相原嘉雄 964-8194 

田窪団地 森川邦彦 964・2551

牛 法4 大北熊雄 964-8658 

牛測団地 田淵友市 964-0352 

播磨台団地 日下部載亀 964-3391 

上 樋 林 俊= 964-3435 

南 野 田 宮崎清秀 964-8478 

~t 野 田 野口 誠 964-1582 

北 野 i口h 矢野好正 964田8240

新 ヰサ 相原英昭 964-3293 

上 林 桂浦善吾 964・8000

下 林 永井雅敏 964・5590

上 ヰサ 岩田貞雄 964-3619 

は
ぎ
や
ま
え
み
り

萩
山
恵
未
合
ち
ゃ
ん(

H
8・
5

・
U
生
)

『
お
敏
彦
、
だ
お
ー
い
す
き
の

窟
来
告
ち
ゅ
九
。
こ
れ
か
ら
宅
、

元
気
巴
盲
っ
て
ネ
!
L

(
父
・
知
明
母
・
未
歩
)
北
野
田

元気な重信っ子を募集しますl
掲載ご希望の方はお誕生月の前月 10日までに、写真に保護者のコメント

を添えて役場総務課までお送り下さい。

地 区 名 氏名 電話番号

和田 克子 964・0619

山 之 内 和田スミ工 964-0686 

水沼節子 964-1912 

樋
磯金美年子 964-8183 

口
磯金美知子 964-2368 

浅山サチヲ 964-3318 

キ黄 河 原 大西 賢子 964-0552 

近藤律子 964-8801 

越智維史 964-0232 

τ'lt b、 津 }II 玉井佐登子 964-6735 

宮内由美子 964-6470 

和田 恵子 964-1516 
西 岡

山内 美鈴 964・9748

播磨台団地
阿比留行見 964-9472 

桧垣 Fてムナー. 964-2783 

良
品原信之 964-8357 

見 ::ts:: 
司て

久保 昌美 964・5839

窪 昇 964-0766 

二好明美 964-8852 
田 窪

渡部昭子 964-8855 

海稲やす子 964-3570 

田窪団地 菊池ナヲコ 964-8104 

山内多津子 ー964-3609

牛 議リ 重見康子 964・0797

戒能恵美 964-2297 

芥川スガ子 964-6797 
牛湖団地

川野育美 964-5960 

木藤健= 964-2979 
南 野 田

中内 正子 964・1042

東 晴美 964-0833 
北 野 田

二神 直子 964・6283

上 樋 福田久仁子 964-5962 

北野台団地 氏家 純 964-1233 

相原裕子 964-7537 
新 キサ

岩城晶子 964-9898 

八木隆治 964-6888 

上 林 菅崎律子 964-5293 

杉木時子 964-8544 

武智裕司 955-1070 
下 林

竹村町子 964-2732 

平岡 文一 964-0390 
上 キサ

高市郁子 964-2675 

窟964-2001

平成11年度

7 広報しげのぷ 4月号



生
か
し
ま
し
ょ
う

男
女
雇
用
機
会

均
等
法
の
改
正

一
九
八
六
年
か
ら
施
行
さ
れ
左

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
改
正

さ
れ
、
こ
の
四
月
か
ら
施
行
さ

れ
ま
し
左
。

旧
法
は
、
当
時
の
使
用
者
と
労

働
者
の
意
識
の
面
で
ち
、
男
性

と
女
性
の
意
識
の
面
で
も
、
西

欧
先
進
諸
国
巴
お
け
る
よ
う
仁
、

左
芝
ち
巴
平
等
を
徹
底
し
、
法

巴
強
い
強
制
力
を
も
左
せ
る
状

況
巴
は
な
か
っ
左
の
で
、
企
業

の
努
力
目
標
巴
と
ど
め
、
守
ら

な
く
て
ち
制
裁
を
受
け
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
定
。

し
か
し
、
施
行
後
十
年
余
り
だ

ち
、
と
り
ま
く
環
境
ち
変
わ
っ

て
き
ま
し
だ
の
で
、
ム
フ
回
の
改

正
巳
踏
み
切
つ
だ
わ
け
で
す
。

改
正
の
王
な
内
容
は
次
の
六
点

で
す
。

川
事
集
・
採

用
・
配
置
・
昇
進

に
つ
い
て
の
男
女
の
均
等
な

取
り
扱
い
を
努
力
規
定
か
ら

禁
止
規
定
巴

ω

調
停
制
度
は
一
方
の
申
請
で

司
能

ω

事
業
主
の
積
極
的
差
別
是
正

策
(
ポ
ジ
二
守
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
)

巳
つ
い
て
国
の
援
聞
が
可
能

ω

セ
ク
シ
ユ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
巴
関
す
る
配
慮
義

務
ω

禁
止
規
定
の
是
正
勧
告
に
従

わ
な
い
事
業
主
の
公
表

例
女
性
労
働
一
般
仁
関
す
る
時

間
外
、
休
日
労
働

、

深
夜
業

の
規
制
の
解
消
(
労
働
基
準
法

の
改
正
)

こ
の
六
点
の
中
で
も
っ
と
も
気

が
か
り
な
の
は
、
川
仰
の
点
古
と

思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
巴
つ
い

て
少
し
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

女
性
労
働
者
の
保
護
規
定
撤
廃

C

つ
い
て
は
、
歓
迎
す
る
向
き

と
懸
念
す
る
向
き
と
が
あ
り
ま

す
。歓

迎
す
る
立
場
か
ら
考
え
ま
す

と
、
こ
の
こ
と
は
、
女
性
、
か
労

働
巴
従
事
す
る
者
と
し
て
、
そ

の
能
力
の
開
発
及
び
向
上
の
真

の
実
現
を
も
だ
ら
す
と
同
時
巴
、

職
域
の
拡
大
巴
も
つ
な
が
る
も

の
と
な
り
ま
す
。
法
律
の
趣
旨

←
も
こ
の
線
に
添
っ
E
←
も
の
で
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
反
面
、
家
事
・
育
児

等
の
負
担
が
そ
の
ま
ま
定
と
、

女
性
の
労
働
強
化

C
つ
な
が
り
、

健
康
へ
の
危
慎
も
ぬ
ぐ
い
去
れ

な
い
と
い
う
懸
念
も
あ
る
わ
け

で
す
。

我
、
か
国
で
は
、
ま
定
ま
芝
、
家

事
や
育
児
の
責
任
の
大
半
を
女

性
が
負
っ
て
い
ま
す
。
女
性
巴
、

職
場
で
の
画
一
的
な
「
男
性
並

み
」
を
求
め
れ
ば
、
負
担
は
増

す
ば
か
り
で
し
ょ
う
。

家
事
・
育
児
の
男
女
共
同
責
任

の
原
則
は
、
法
律
の
改
正
後
ま

す
ま
す
重
要
と
な
り
ま
す
。
改

正
法
が
生
き
る
か
死
ぬ
か
は
男

性
、
女
性
双
万
の
意
識
の
蛮
革

が
鍵
と
な
る
で
し
ょ
う
。

も
っ
と
も
っ
と
否
供
を
知
る
た
め
に

重
信
町
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
対
策
連
絡
会
議

子
供
と
と
も
に
進
ん
で

地
域
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

さ
わ
や
か
な
五
月
晴
れ
、
大
空

を
緋
鯉
、
亘
(
鯉
が
勢
い
よ
く
泳

い
で
い
ま
す
。

強
<
、
大
き
く
、
定
く
ま
し
く

育
て
よ
と
子
供
の
健
や
か
な
成

長
を
願
つ
て
の
親
心
で
し
ょ
う
。

前
月
号
で
は
、
声
か
け
運
動
の

さ
ら
な
る
深
ま
り
を
目
指
し
て
、

平
成

一
一
年
度
重
信
町
行
動
目

標
「
も
っ
と
も
っ
と
予
供
を
知

る
定
め
巴
」
、
四
つ
の
行
動
目
標

を
掲
げ
ま
し
だ
。

Aフ
月
は
そ
の
一
つ
、
「
進
ん
で

地
域
活
動
巴
参
加
し
ま
し
ょ
う

」

を
行
動
目
標
と
し
て
、
町
民
こ

ぞ
っ
て
、
地
域
行
事
等
巴
手
供

と
と
も
に
積
極
的
仁
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

家
族
の
団
ら
ん

、

家
族
旅
行
、

ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
も
楽
し
い
で

し
ょ
う
、
か
、
そ
れ
と
同
様
巴
地

域
行
事
巴
参
加
す
る
こ
と
も
子

供
の
成
長
巴
と
っ
て
大
切
で
す
。

奉
仕
活
動
、
ク
リ
ー
ン
運
動
や

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
愛
護
班
活
動
、

各
種
の
文
化
活
動
、
祭
り
な
ど

へ
の
積
極
的
参
加
を
通
し
、
親

子
と
も
巴
汗
を
流
す
こ
と
が
、

お
互
い
の
成
長
巴
つ
な
が
る
と

と
も
巴
、
生
涯
忘
れ
得
な
い
す

ば
ら
し
い
思
い
出
と
な
る
で
し

ょ
う
。

ふ
定
ん
、
見
ら
れ
な
い
素
敵
な

新
し
い
発
見
巴
親
?
?
の
会
話
ち

ぐ
j
ん
と
弾
む
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
だ
、
近
所
の
子
供
左
ち
、
地

域
の
万
々
と
の
ふ
れ
あ
い
や
思

わ
ぬ
情
報
受
換
か
ら
、
子
供
の

悩
み
、
手
育
て

問
題
等
の
解
決
、

親
交
も
さ
ら
巴
深
ま
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
心
と
心
を
通
わ
せ
、

人
間
昧
あ
ふ
れ
る
一
声
運
動
の

輔
が
さ
ら
巴
広
が
り
、
元
気
な

明
る
い
笑
顔
、
左
く
ま

し

い
成

長
が
見
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

声
掛
け
運
動
の
さ
ら
な
る
深
ま
り
を

8 



一一一一一一一一一一一一寸

h
i
l
l
-
-

」L 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一

ヲ官〆フ
6同1日

場

寸ムγ

平
成
四
年
度
よ
り
着
工
し
て
い
る
重

信
町
総
合
公
園
の
整
備
も
着
々
と
進
み
、

い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
出
来
上
が
っ
て
い

ま
す
。こ

の
芝
、
ひ
、「
多
目
的
広
場
」
(
右
図
参

照
)
の
整
備
が
終
3

し
、
町
民
の
皆
さ
ん

巳
開
放
す
る
こ
と

C
な
り
ま
し
だ
。

既
巳
開
園
し
て
い
る
各
広
場
と
あ
わ

ぜ
て
、
お
気
軽
C
ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
「
多
目
的
広
場
」
巴
つ
い
て
は
、

有
料
(
全
面
一
時
間

一
0
0
0

円
、
半
面

一
時
間
五
O
O
円
)
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
利
用
さ

れ
る
万
は
、
町
民
会
館
内

施
設
課
へ
お
越
し
下
さ
い
。
詳
し
く
は
、

施
設
課
(
富
九
六
四
|

一
五
O
O
紛
)
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

い
帆〉判

宇
一
砂
災
害

dv
危
険
箇
所

コむ古

重
信
町
の
地
す
べ
り
・
急
傾
斜
地

崩
壊
危
険
箇
所
及
び
土
石
流
危
険
箇

所
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

土
砂
災
害
巴
つ
い
て
詳
し
く
知
リ

左
い
万
は
、
重
信
町
役
場
総
務
課
又

は
建
設
課
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

め

ゅ
う
曹傭

希
ち
ゃ
ん(

H叩
・
5

・
也
生
)

「
わ
が
家
の
出
の
オ
?
シ
ス
で
す
。

や
さ
し
い
口
の
子
巴
な
っ
て
ね

J

(
父・
巧
母

・

弘
子
)
樋
口

a 
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大
人
と
子
ど
も
の
一

ふ
れ
あ
い
広
場
一

魚
や
昆
虫
を

探
し
て
み
よ
う

と
き
五
月
二
二
目
的

午
前
八
時
三
O
分

(町
民
会
館
出
発
)

内
容
重
信
川
の
魚
・
昆
虫
の
観

察
(
山
之
内
木
地)

講
師
日
本
野
鳥
の
会
会
員

奥
川
健
一
先
生

参
加
資
格
町
内
在
住
ま
だ
は

、

町
内
巴
勤
務
先
の
あ
る
万。

小
・
中
学
生
の
場
合
は

、

保
護

者
同
伴
の
こ
と

。
(
大
人
一
人

で
も
参
加
可
)

募
集
人
数
二

O
名

持
参
す
る
も
の

小
さ
な
魚
を
す
く

う
網
・
バ
ケ

ツ
・

長
靴
・
着
替
え

申
し
込
み
締
め
切
り
日

五
月
一
八
日
ω
(先
着
順
)

※

雨
天
の
場
合
は
延
期
し
ま
す。

lhZ
7ソ
教
室‘ 一

成
人
(
初
心
者
)
の
た
め
の

ピ
ア
ノ
教
室
で
す

と
き
五
月

j

七
月
(
二
回
開
催
)

.

毎
週
木
曜
日
開
催

5

/
却
・
5

/
幻
・
6

/
3

・

6

/
叩
・
6

/
げ
・
6

/
包
・

7

/
1

・
7

/
8

・
7

/
市
・

7

/
2
・
7

/
泊

・
昼
の
部
午
前
一

O
時
j

二
時
三

O
分

午
後
七
時
三

O
分
j

九
時

-
夜
の
部

昼の部
柳田先生

夜の部
堀田先生

と
こ
ろ
町
民
会
館

募
集
人
員
昼
・
夜
各

一O
名

申
し
込
み
締
め
切
り

五
月
一
二
日
ω

・
ヤ
マ
ハ
講
師
の
指
導
で

、

指
先

の
動
か
し
万
の
練
習
か
ら
始

め
、

レ
パ
ー
ト
リ
ー

、

ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
練
習
を
し
ま
す
。

参
加
費
用

一
、O
五
O
円

、ー，

認 |申
望石 | 央
L 示 |料
キ ~ I 理

;iI2 

対
象
町
内
在
住
女
性

(職
場

、

ガ

町
内
の
方
も
可
)三
O
名

と
き
六
月

j

二
月
(
毎
月
い
ず

れ
か
の
木
曜
日
)
年
八
回

午
前
九
時
三
O
分
j

一
二
時

と
こ
ろ
町
民
会
館
栄
養
指
導
室

内
容
季
節
巴
応
じ
定
家
庭
料
理

参
加
費
材
料
費
の
み
負
担

講
師
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク

ー
ル

シ
ェ
フ
ル
ー
ル

高
橋
博
子
先
生

申
し
込
み
締
め
切
り
日

五
月
二
O
日
附

/ー一一一

手
話
教
室

手
話
を
習
い
ま
せ
ん
か

と
き
平
成
二
年
六
月

j

平
成
一
二
年
二
月

(詳
し
い
日
程
は
別
表
の
と
お
り

)

時
間(初

級
)

午
後
七
時
j

八
時
二
O
分

(中
級
)

午
後
八
時
三
O
分
j
九
時
三
O
分

と
こ
ろ
町
民
会
館

教
材
費
テ
キ
ス
ト
代

講
師愛

媛
県
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
協

議
会
会
長

河
野
静
枝
先
生

申
し
込
み
締
め
切
り
日

五
月
二
O
目

的

※
こ
の
教
室
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
共
催
で
行
い
ま
す
。

“できる"

日程表
6月 16 ・ 23 日
7月 7 ・ 21 日

8月 4 ・ 18 日
9月 1 ・ 22 日
10月 6 ・ 20 日
11 月 10 ・ 24 日
12月 8 ・ 22 日
1 月 12 ・ 26 日
2月 9 ・ 23 日

※すべて水曜日

、-

10 

野
稼
少
年

あ
つ
ま
れ
f

軟
式
野
球
チ
ー
ム
H

ド
リ
ー

ム
ズ
。

の
部
員
を
募
集
し
ま

す
。

い
っ
し
ょ
巴
野
球
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

い
つ
で
も
入

部
で
き
ま
す
。

県
軟
式
野
球
リ
ー
グ
巴
参
加

し
、

月
一
回
試
合
あ
り
、
デ
ィ

キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
楽
し
い
行
事

も
あ
り
ま
す
。

富964-1500側まで ー一一

小
学
生
(
町
外
司
)

土
曜
日
ま
疋
は
日
曜
日

午
前
一
O
時
三
O
分
ー

と
こ
ろ
南
吉
井
小
学
校

会
費
一
ヶ
月
一

、

0
0
0
円

連
絡
先

古
昧
冨
九
六
四
|
二
九

O
八

横
山
富
九
六
四

l

五
五
九
七

清
水
富
九
六
四
|
六
九
二
ニ

と対
き象

町民会館教育課



菊
づ
く
り
講
里

町
花
の
「
菊
」
を

栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か

初
め
て
の
万
巴
も
わ
か
り
や
す

く
ご
指
導
し
ま
す
。

参
加
さ
れ
疋
万
巴
は
菊
苗
を
差

し
上
げ
ま
す
。
(
無
料
)
ど
な
左
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
。

と
き
第
一
回
五
月
一
五
日
∞

第
二
回
六
月
五
目
的

第
三
回
七
月
三
日
∞

第
四
回
八
月
七
日
∞

い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
O
分
か
ら

と
こ
ろ
町
民
会
館

講
師
愛
媛
県
菊
花
協
会
理
事

野
本
権
六
先
生

(
E
2
31
)
 

夜
空
を
見
上
げ
てみ

ま
し
ょ
う

初
心
者
巳
も
わ
か
り
や
す
く

、

星
の
楽
し
み
万
か
ら
、
少
し
専
門

的
な
と
こ
ろ
ま
で

、
一
年
闘
を
通

じ
て
学
習
し
ま
す
。

第
一
回
目
は

、

「
方
角
を
示
す

星
」
巴
つ
い
て

、

学
習
し
ま
す
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
使
つ
て
の
説

明
、
天
気
が
よ
け
れ
ば

、

望
遠
鏡

で
観
測
も
し
ま
す
。

と
き
五
月
一
七
日
開

午
後
七
時
三

O
分
j

九
時
三
O
分

と
こ
ろ
図
書
館
四
階

天
体
観
測
室

講
師
四
国
天
文
協
会
会
員

福
田
英
利
先
生

受
講
料
無
料

申
し
込
み
締
め
切
り

五
月
一
二
日
ω

※
参
加
希
望
者
は
、
必
ず
事
前
巴

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

紙
の
上
の
記
録
展

歴
史
民
俗
資
料
館

長
谷
川
竹
友
さ
ん
を

ご
存
知
で
す
か

明
治
半
ば
か
ら
昭
和
三

O
年
ご

ろ
ま
で
活
躍
し
芝
、
下
林
生
ま
れ

の
多
彩
な
画
家
「
竹
友
」
さ
ん
の

「
四
枚
扉
風
・
芥
予
図
」
を

、

五
月

い
っ
ぱ
い
、
第
一
展
示
室
の
「
紙

の
上
の
記
録
展
・
第
二
次
部
分
替

え
」
で
、
展
示
し
て
い
ま
す
。

大
胆
な
構
図
と
繊
細
な
描
写
の

「
芥
子
図
」
は

、

き
っ
と

、

心
を

な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

、

五
17 2 月

の
24 3 休

館
31 4 日
日・
5 

10 

16 

読
書
の
す
す
め図

書
館

新
刊
が
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す

新
刊
コ
ー
ナ
ー

C
は
、
現
在
雑

誌
六
0
種
類
、
冊
数
約
八
O
O
冊
。

一
般
図
書
は
約
四
0
0
0

冊
、

児

童
図
書
は
約
一
五

O
O
冊

、

郷
土

図
書
は
約
一
五
O
冊
が
そ
ろ
っ
て

お
り

、

利
用
者
の
万
々
の
ご
利
用

を
待
っ
て
い
ま
す
。

ま
芝

、

重
信
町
巴
関
す
る
コ
ー

ナ
ー
、
マ
ン

ガ
コ
ー
ナ
ー
も
二
階

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

一
困
盟
国
一

ま
だ
、
次
の
方
々
よ
り
図
書
等

を
寄
贈
く
芝
さ
い
ま
し
だ

。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
ど
。

(
故
称
略
)

高
木
正
夫
・
松
下
さ
っ
き
・
山
崎

公
・
金
井
令
子
・
池
田
由
美
・
井

上
博
則
・
八
塚
敏
予
・
東
温
高
等

学
校
長
・
稲
荷
善
一
・
日
和
田
邦

男
・
越
智
英
明
・
松
岡
珍
生
・
村

住
い
み
子
・
高
須
賀
由
紀
・
佐
伯

博
一
・
池
川
孝
文
・
藤
田
守
正
・

森
困
難
予
・
西
原
昇
次
・
中
井
一
芳

日
刀
E
L
 

一一 10 ・ 1 1 ページの問い合わせ・申し込み先は

信
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
剣
道
部
員

次
の
と
お
り
練
習
し
て
い
ま

す
の
で

、

興
昧
の
あ
る
方

、

ま

だ
入
部
を
希
望
さ
れ
る
方
は
練

習
場
所
へ
お
越
し
下
さ
い
。

-
北
吉
井
剣
道
部
(
北
吉
井
小

学
校
区
)

場
所
北
吉
井
小
学
校
体
育
館

練
習
日
毎
週
水
、
金
曜
日

午
後
六
時
j

六
時
三
O
分

-
南
吉
井
剣
道
部
(
南
吉
井
、

拝
志
、
上
林
各
小
学
校
区
)

場
所
重
信
町
農
林
業
者
ト
レ

ー
二
ン
グ
セ
ン
タ
ー

練
習
日
毎
週
火

、

木
曜
日

午
後
六
時
j

六
時
三
O
分

-
問
い
合
わ
せ
先

北
吉
井
剣
道
部
酒
井
あ
け
み

富
九
六
四
l

五
一
一
一
一
一

南
吉
井
剣
道
部
越
知
里
美

冨
九
六
四
|
五
六
七
七

11 広報しげのぷ 4月号
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@制1作料の改訂について
重信町農業委員会
富964-2001側

標準小作料を下記のとおり改訂

しまし足。小作料を決めるときの

目安lこしてく芝さい。 10aあ走り
農地の区分 | 小作料の鮮額| 摘 要

(水稲:収量540kg)

農道及び用水路等
が整備され、 一区
画の面積も出較的

上田 123 ， 000円|大き<、ト ラ クタ
一、 コ ンパイン等
の大型農機異 |こよ
る作業が容易な農
地

(水稲収量510kg)

上田より規模等の
やや劣る農地で、
農道及び用水路等

中田 120 ， 000円|枇じ較的整備され
耕運機、コンパイ
ン等の中型農機具
!こよる作業が容易
な農地

下回 11 2 ， 000円 |

(水稲収量47 0kg)

上回、中田以外の

農地で、大型、中
主農機具を効率的

仁利用することが
困難芯農地

畑|こついては標準額を定めません

@通事故の発生状況
松山南交通安全協会
富958-6558

平成 11年4月 10日現在

本年 | 昨年比
発生 11 367 1 +14 
死者 11 8 1 十 6
傷者 11 442 1 +14 

(松山南警察署管内)

5月 1 日瀬戸内しまなみ海道開通

により、車両の流れが大きく蛮わ

り、他県車両の増加が予想されま

す。思いやりの心で高齢者を守り

ましょう。

軽自動車税

。価公示価格公表
役場都市整備課
富964四200Ht)

地価公示価格(平成11年 1 月 1 日

現在)が公表されまし定。

この地価公示lこ関する書類は、

県庁・役場・県立図書館等で4月

下旬から閲覧できます。

@ひめ女性大学の開講
愛娘県女性総合センター

宙926-1633

平成11 年度えひめ女性大学を6

月!こ開講します。女性学研究講

座・文化講座・女性と法律講座が

あります。募集期間は5月9 日(日)か

ら5月 29日出までです。ご希望の

万|こは受講案内をお送りします。

@プチ刊がや氷る!
愛媛大学医学祭実行委員会

冨955-1356

会年也、 5月28~30日|こ「世紀

末の笑撃」というテ マで医学祭

を行います。みなさんとうぞお越

し下さい。

ネプチューンお笑いライブ

5月30 日(日) 13 : OO~ 15: 00 

健康相談

5月29日~ 12 : 00~16:00 

30 日(日) 10 ・ 00~16 ・ 00

フリーマーケット

5月29日∞'30日(団 10:00~ 1 6:00

妊婦体験

5月29日的 ・ 30日 (日) 10:00~17 ・ 00

バンドコンテスト

5月30 日但) 10:00~14:00 

市民講座 テーマ 【介護保険]

講師池田学先生

5月29日∞ 13:00~15 ・ 00

夜市

5月28日樹 18:30~ 

医学部展

5月29日凶・ 30 日(日1) 10:00~17:00 

ormation一

巳'衛隊松崎市地創立44周年
一 記念行事開催

自衛隊松山駐屯地
富975-0911

とき 5月23 日(日)

午前10時~午後3時
(9時より開放)

ところ松山駐屯地

(船山市南梅本町乙115)

催し物式典、訓練展示、ジ、プ

試乗、その他予供から若い年代

の人達が楽しめる催し物が沢山

あります。

※当日は混雑が予想されますので極

力公共交通機関をご利用下さい。

e信公共下水道の変更(案)
縦覧

役場都市整備諜
富964-2001 側

松山広域都市計画下水道、重信

公共下水道の変更(案)の縦貫を次

のとおり行います。

とき 5月10日伺)~5月24日伺)

ところ役場都市整備課

⑪年度自動車税同月31日までに
納税はお阜めに

松山地方局課税第二課
富941-1111 側⑮349 ・ 351

重信まごころ銀行lこ次の万か

ら金 封を寄付下さいまし定。
温かい善意ありが、とうございま

す。(敏称略)

〈一般寄付〉

大西史浩(北条市)
舞踊協会氏家富恵吏部

氏家武雄(横河原)

〈香典返し〉

池田清一 (田窪)

亡母・サダミ子

窪正信(田窪)

て妻・トヨコ

窪田定靖(樋口)

亡母・クマヨ

林澄江(見奈良)

亡母・サヨミ子

12 



十
九
人
の
新
一
年
生

拝
志
小
の
入
学
式

桜
が
満
開
の
四
月
八
日
、
町
内
の
小
学

校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
だ
。

拝
士
山
小
学
校
で
も
、
男
女
あ
わ
せ
て
計

十
九
人
の
新
一
年
生
が
元
気
巴
入
学
式
巴

出
席
し
ま
し
定
。

先
生
、
在
校
生
、
地
元
の
方
々
巴
祝
福

さ
れ
、
ピ
ッ
力
ピ
力
の
制
服
巴
皇
を
包
ん

定
一
年
生
は
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う
。

担
任
の
先
生
か
ら
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ

ぜ
て
教
科
書
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
定
。

お
友
達
を
疋
く
さ
ん
作
っ
て

、

健
や
か

元
気
な

H

拝
士
山
つ
子u
仁
な
j

れ
!

「
ぼ
く
は
必
ず

止
ま
り
ま
す
」

交
通
安
全
教
室

四
月
、
双
葉
保
育
所
を
皮
切
り
に

、

恒

例
の
交
通
安
全
教
室
が
町
内
の
却
稚
園
、

保
育
所
、
小
・
中
学
校
、
養
護
学
校
で
行

わ
れ
ま
し
だ
。

双
葉
保
育
所
で
は
四
月
七
日
、
入
園
式

、
か
終
わ
っ
定
後
、
保
護
者
と
一
緒
仁
安
全

巴
つ
い
て
の
話
を
聞
き
ま
し
足
。

横
断
歩
道
で
の
安
全
確
認
の
仕
万

、

道

路
で
遊
ん
で
は
い
け
な
い
等
の
話
が
あ

り
、
そ
の
後
、
模
擬
信
号
機
を
使
っ
て
、

道
路
の
横
断
の
仕
万
を
練
習
し
ま
し
定
。

子
供
の
飛
び
出
し
巴
よ
る
事
故
が
後
を

絶
ち
ま
ぜ
ん
。
保
護
者
の
万
も
充
分
気
を

つ
け
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

醐
」一

叫14

双葉保育所

一
日
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

し
て
み
な
い
?

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
体
験

、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
運
動
会
の
プ
ラ

カ
ー
ド
括
ち
定
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み

ん
な
で
考
え
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
、

み
ん
な
で
楽
し
も
う
と
い
う
仲
間
だ
ち
で

す
。
学
校
で
も
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

ち
教
え
て
く
れ
な
い
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が

で
き
る
よ
う
巴
な
り
ま
す

。

と

き

五
月
三
O
日
日

午
後
一
時
j

三
時

と
こ

ろ
愛
媛
県
緑
化
セ
ン
タ

問
い
合
わ
せ
先

渡
部
園
芸
店
内
渡
部
定
か
予

宙
九
六
四
1

八
六
六
四

(
表
紙写
真
説
明
)

花
文
字
で
祝

一
花
き
セ
ン
タ
ー
立
体
花
壇

五
月
一
日
の
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道

(
本
四
連
絡
橋
含
治
l

尾
道
ル
ー
ト
)

の
開
通
を
記
念
し
て
、
愛
媛
県
花
き
総

合
指
導
セ
ッ
タ
ー
仁
大
き
な
立
体
花
壇

ガ
出
来
上
が
り
ま
し
だ
。

こ
の
ジ
ャ
ン
ボ
花
壇
、
高
さ
約

二
・

五
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
四
二
メ
ー

ト
ル
も

あ
り
、
パ
ン
ジ
ー
を
中
心
に
、
約
六
千

鉢
の
色
と
り
ど
り
の
花
で
橋
や
海
道
の

風
景
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

会
場
は
花
の
い
い
香
り
で
い
っ
ぱ

い
。

新
聞
・
テ
レ
ビ
等
で
紹
介
さ
れ
だ

こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
人
が
訪
れ
、
花

の
競
演
巴
白
を
細
め
て
い
ま
し
だ

。

13 広報しげのぷ 4月号



町
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

樹

助収
入
役

教
育
長 長

和

治

田

役

和

田

正

桐

野

猛

岡

支王
t:l 

省

0
・
・
・
新
採
用

0
・
:

異
動

(
新
設
さ
れ
た
謀
へ
の
異
動
も
含
み
ま
す

。

)

0 
主

事

0 
臨

時
11 11 11 

企
画
財
政
課

課
長
大
北
栄
二
(
企
画
財
政
全
般
)

膿
臨
時
駈

(兼
〕

水
田
一
典
(
予
算
編
成
他
)

電
算
係
長
永
野
昌
二
(
電
算
全
般
)

企
画
調
整
語
長
安
井重幸
(
政
策
調
整
他
)

主
査
東
洋
一
(
ヨ
テ
ム
運
用

管理
)

山
本
健
吾

(
地
方
受
付
税
他
)

主
事
山
内
章

江
(
各
種
統
計
他
)

出
納
室

主係

査長

野
中
沼

(
会計
全
般
)

渡
部
康
美
(
会
計
)

清
水
美
利
子
(
H
)

務
課

税

(
税
務
全
般
)

(
住
民
税
全
般
)

(
収
納
管
理
全
般
)

(
資
産
税
全
般
)

(
潤
胤
眠
脱
税
)

(
園
民
健
康
保
険
税
)

(
収
納・
証
明)

(
収納
・
証
明
)

(
固
定
資
産
税
(
家
屋
)
)

(
軽
自
動
車
税
)

(庶
務

)

(
資
料・
証
明)

(町
税
徴
収
)

(

H

)

 

(
家屋
評
価
)

課
長
山
内
一
正

時臨
鵬
臨
時
)
伊
賀
悌
二

O
収
納管理
嚢
渡
部
員

二

資
産
税
雲
間加
藤
厚
士
山

O
主
任

桐
野
彰
紀

主
査
門
田
干
士
山

王
事
橋
本
剛

O
H

水
田
仁
士
山

宮
崎
良
樹

O
主
事
補
括
永
屡
一
郎

臨
時
細
川
三
恵
予

後
藤
田
由
香

高
橋
政
信

八
塚
孝

酔
価
一
冊
目
員
森
貞
灘
久

住
民
環
境
課
(
新
設
)

O
課
長

武
智
由
貴

O
諮
町
一
醐
一
時
兼
)
中
矢
淳

O
専
門
員
菅
原
富
手

O
筆
頭
境
係
長
池
川
英
信

O
主
査
田
中
聡
司

(
住
民
環
療
全
般
)

(戸
籍
・
環
境
)

(
声
輯
-
住
民
基
本
台
帳
)

(
廃
棄
物
・
墓
地
)

(
公
害
・
浮
化
槽
)

( 

O
主
事

O
主
事
補

臨
時

井
門
政
之

仙
波
さ
お
り

和
田
由
美
子

(
地
轄
倍
野
時
限
・
)

(
雌
臨臨嚇台
E
R・
)

(
庶
務
)

重
信
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

専
門
員

芥
川

昭

(
運営
管
理
)

作
業
員
小
林
実

(
H
)

臨
時
渡
部
政
雄
(
)

蟹
江
健
一
(
)

11 11 

福
祉
課

O
課
長

加
藤
章

(福
祉
全
般
)

間
臨
時一時
ぎ
永
田
省
三

(
民
生
・社
会
福
祉
担

保
個
室
係長

森
勝
代
(
保
健
衛
生
)

王
任
西
山
友
音

(
保
健
)

主
査
較
正
人
(

老人
翠
・
間
相
対
踊
)

泉
純
子
(
老
人
福
祉
)

O
H

森
誠

司

(
保
育
所
)

主
事
渡
部
真
也

(
障
害者
福
祉
)

O
H

明
賀
良
和

(
蹴
煙
害
賠
時
)

保
健
婦
矢
野
映
予
(
保
健
)

菊
池
久
代

(
H
)

中
須
賀
章
予

(
H
)

O
H

佐
伯
知
栄

(
H
)

O
管
理
栄
養
士
渡
部
嘉
珠

(
H
)

保
険
年
金
課
(
新
設
)

O
課
長
池
田
典
弘

O
擦
翠
欝
門
田
孝
明

O
介
融
保
険
係
長

渡
部
明
徳

O
主
査
高
原
さ
ゆ
り

O
H

佃
一
彦

O
H

渡
部
剛
土

O
H

森
賢
治

O
H

渡
部
昌
弘

O
主
事
河
上
照
美

O
H

平
岡
功
行

O

水
田
隆
介

11 

(
保
険
年
金
全
般
)

(国
民
年
金
)

(
介
護保
険
)

(

H

)

 

(

H

)

 

(

H

)

 

(

H

)

 

(
国
民
健
康
保
険
)

(

H

)

 

(
老
人
医
療
他
)

(
国
民
年
金
)

臨

時

稲
垣
忠
司

森
清
徳

塩
見
エ
ソ
ヱJ

森
道
子

(
国
民
年
金
徴
収
)

(

H

)

 

(
レ
立
フ
ト
点
検
)

(

H

)

 

総
務
課

課
長
別
府
頼
一
居
(
総
務
全
般
)

締
結
一
諜
〈
き
宮
崎
良
輔
(
人
事
・
議
案
)

管
財
係
長
済
川
孝
子

(
庶
務・
契
約
)

行
政
係
長
青
木
隆
弘
(
入
札
・
文
態
管
理
)

O
主
査
大
西
聖
子

(広
報
公
聴
)

O
H

高
須
賀
章
夫
(
消
防・
国
際
罪
流
)

阿
部
武
雄
(

選
挙
「ピ三

一考
)

高
橋
俊
光

(
交
通・
防
犯)

尾
崎
紀
仁

(
給与
・
共済
)

大
北
智
手

(
秘
書
)

近
藤
晃
一
(
運
転
手
)

笠
松
キ
ク
工
(
内
勤
)

形
よ
千
津?
?
(
H
)

野
中
千
秋

(
電話
変
換
)

清
水
真
由
美
(
庶
務
)

ノノ11 
産
業
課

O
課
長
和

田

洋
(
産
業
全
般
)

O
繋
蒋
能
武
智
安
史
(
土
地
盟
国
裏
金
腫
)

臨時
輪
開

{き

高
岡
周
二
(
ぽ
場
整
備
換
地
)

産
業
係
長
高
原
弘
一
(
農
林
水
産
援
興
)

主
任
大
西
清
美
(
商
工
観
光
)

主
査

池
田
隆
太
(
ぽ
場
整
備
換
地
)

よ
岡
浩
二

(
震
業土
木
)

大
西
匡
宏

(
H
)

主
事
渡
部
俊
也
(
林
業
振
興

)

農
業
委
員
会
事
務
局

O
霧
嚢
(
蝦)
和
田

洋
(
輯
牒
甑
蹟
会
)

係
長
高
須
賀
政
史
(
農
地
事
務
全
般
)

国
土
調
査
課

課
長
伊
賀
功

(
国
土
調
査
全
般
)

O
管
理
係
長
古
用
美
砂
ヱJ
(
事
業
計
画
)

国
土
調
査
係
長
堀
内
晃
(
地
籍
調
査
)

主
査
宇
都
宮
由
平
等

(
H
)

主
事
森
幸
一

(
)

O
主
事
補
桂
浦
新
吾

(
)

建
設
課

O
課
長
露
口
憲
三

O
繋
襲
爵
渡
部
清
則

O
管
理
係
長
青
野
喜
代
予

事
業
係
長
大
森
忠
昭

主
査
森
忠
臣

按
師
橘
正
城

主
事
井
上
隆
文

。
主
事
補
伊
賀
文
洋

11 11 

(
建
設
全
般
)

(
町
営
住
宅
他
)

(
登
記
事
務
他
)

(
一
般
土
木
)

(

H

)

 

(

H

)

 

(
建
築
確
認他
)

(
屋
外
広
告
他
)

14 

都
市
整
備
課

O
課
長
山
内
数
延
(
都
市
整
備
会
般
)

O
建
龍
寺
東
村
雅
則

(
公
共
芸
道
他
)

都一
民一一課
長

丹
生
苔
則
篤
(
都
市
計
画
他
)

O
〈ム
圏
整
備
係

長

池
田
裕
二
(
総
合
公
園
整
隅
)

O
公
審
理係長

宮
内
仁
司
(
公
園

管
理
)

主

査
竹
森
尚
樹
(
総
合
公
園
整
備
)

O
授
師

村
上
雄
紀

(
集
落
排
水
他
)

主
事
大
北
勝
也
(

閲
覧
許
可
他
)

O
技
師
平

岡
芳
樹

(
公
共
一
ト
水
道
他
)

臨
時
恒
岡

慶
成
(
公
園
管
理
)

水
道
諜

課
長
小
山
澄
男
(
水
道
事
業
会
世
)

語
版附髄
(
兼
〉
森
知
男
(
事
業
計
画
他
)

管
理
係
長
森
定
(
摘
誕
暗
慨
.
)

主
査
岡
本
勇
(
料
金

調
定
収
納
他
)

O
授
師

池
田
蛍
士
山
(
館
誌
翻
偶
水
)

大
西
一
正
(
施
股
維
持
管
理
他
)

臨
時
池
田
優
手
(
出
納
事
務
他
)

議
会
事
務
局

主局

査長

池
川
義
晴

加
藤
恵
子

(
議
会
全
般
・
監
査
)

(
庶
務・
監
査)



双
葉
保
育
所

所
長
渡
部
幸
子

O
主
任
保
育
土
高市
妃
登
美
(
フリ
|

)

O
保
育
士
大
北
小
代
子

(
5才
児
)

O
H

黒
海
軍
紀

(
1才
児
)

八
木
美
智
之J
(
育
教
)

藤
本
恵
理
子

(
4才
児
)

大
久
保
真
理

(
3才
児
)

東
村
恵
美

(
2才
児
)

O
H

宮
井
恵
美

(
2才
児
)

高
橋
忍

(
1才
児
)

山
内
真
紀

(
1才
児
)

佐
藤
則
美

(
O才
児
)

菅
野
あ
か
ね
(
2才
児
)

調
理
員
安
平
恭
子

丹
空
白
百
合
子

丹
生
谷
良
子

非
常
勤
職
員
水田
純
手

高
見
佳
子

土
居
熊
代

渡
部
矯
手

佐
藤
美
恵

南
吉
井
保
育
所

所
長

O
主
任
保
育
士

保
育
士

。。 。

調
理
員

11 

石
田
ト

シ
?
?

阿
部
伸
子

八
木
幸
美

阿
部
信
恵

大
西

幸

田
中
か
お
り

染
川
宏
美

八
木
綾
子

高
須
賀
美
智
予

栗
田
貴
手

山
ノ
内
美
智
子

松
村
百
恵

岸
尾
千
代
子

ノノノ/11 ノノ11 11 

(
フリ
|

)

(
5才
児
)

(
O才
児
)

(
1才
児
)

(
2才
児
)

(
4才
児
)

(
1才
児
)

(
O才
児
)

(
3才
児
)

(1
才
児
)

(
2才
児
)

蔦
川
明
美

岡
本
栄
子

大
北
幸
子

扇
山
久
美
手

渡
部
弘
手

渡
部由
美
予

石
原
い
さ
み

南
吉
井
第
二
保
育
所

所
長
奥
村
久
子

主
任
保
育
土上
堂
由
美
(
フ
リ
|
)

保
育
士
山
内
裕
予

(
O才
児
)

O
H

菊
池
薫

(
1才
児
)

松
岡
亜
紀

(
3才
児
)

岡
本
千
鶴

(
5才
児
)

浅
野
め
ぐ
み
(
4才
児
・
育
教
)

上
岡
和
代

(
2才
児
)

水
本
徳
子

(
2才
児
)

関
岡
博
美

(O
才
児
)

中
矢
ひ
ろ
み

(
1
才
児
)

調
理
員
村
よ
美
保
子

岩
田
房
子

丹
生
谷
次
予

非
常
勤
職
員
渡
部
弘
予

須
賀
順
手

揮
T
t
ω甲
木
宮
司EH

a
批
-
-
4
一
，S
4
E
冨
z
r
-
E
'

所
長
中
川
幸
恵

O
主
任
保
育
士山
内
美
紀

保
育
士
野
中
美
保

高
橋
直
予

垣
下
和
江

神
(
〈
ロ
奈
苗

大
北
鹿
代
予

吉
田
豊
香

松
友
文
美

11 

ミ手ド
需主

H 蜜1J 11 

費
11 11 〆/11 

琴調
語ノノ 1里 H
置員

(
5才
児
)

(
4才
児
)

(1
才
児
)

(
2才
児
)

(
3才
児
)

上
林
保
育
所

所
長
玉
乃
井
京

?
?

保
育
土
三
瀬
晴
美

(
3・
4

才
児
)

森
優
子

(
5才
児
)

調
理
員
菅
能
潤
予

非
常
動
職
員
家
久
静
恵

教
育
課
(
新
設
)

O
課
長

岩
川
孝
男

(
教
育
行
政
全
般
)

O
諜
控
訴
昨
池
川
忠
徳

(
社
会
警
重
他
)

O
襲
警
震
高

市
圭
二

(
学
謡
館
盤
備
他
)

O
主
査
丹
生

穴口
衛

(
公
民
館
活
動
他
)

O
主
事
村
上
明
子

(
物
品
集
中
管
理
他
)

O
H

大
北
英
明

(
就
学
関
係他
)

O
H

森
本
泰
誠
(
腎
少
年
叡
育
他
)

O
献
盟
脱
会
政
渡
部
良
仁
(
社
会
体
育
他
)

O

蹴
斡
期
育
和
田
睦
夫

(同
和
教
育
)

。

H

明
星
万
夫
(
女
性
教

育
)

O
校
務
員
和

田
健
治

(
重
信中
学
校
)

O
H

豊
田
周
予
定
吉
井
小
学
校
)

O
H

松
田
公
子
(
南
吉
井
小
学
校
)

O
H

越
智
靖
ヱ
J
(
拝
志
小
学
校
)

O
H

矢
野
君
予
(

上
林
小
学
校)

青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
ー

所
長
(
兼
)岩
川
孝
男

融
育
相
世間目
橋
本
勝

司

(
青
少
年
塞
育
成
)

施
設
課
(
新
設
)

O
課
長

O
主
幹
(
兼
)

O
管
理
係
長

O
公
園管理
嚢

O
主
査
臨
時11 

中
川
秀
孝

渡
部
覧
行

山
内
弘
手

宮
内
仁
司

大
森
泰

恒
岡
度
成

江
崎
寿
紀

藤
田
小
巻

(
各
施
設
管
理
全
般
)

(
施
設
管
理
・
運
営
)

(
施
設
管
理
全
般
)

(
齢
甥
膳
理
運
)

(
酔
語
翻
量
)

(
公
園
管
理
・
運
営
)

(
体
育
施
設
管
理
)

(

H

)

 

図
書
館

館
長
(
兼
)同
省
吾

鰐
閉
輔
佐
山
内
シ
ゲ
ル
(
図
書
館
全
般
)

臨
展
開
駈
(
兼
)

和
田
久
弘
(
図
書
館
管
理
)

主
査
和
田
浩
二

(
H
)

臨
時
青
井
正
史
(
図
書
館
整
理
)

中
矢
清

(
H
)

松
村
太
郎

(
移
動
図
書
館
)

歴
史
民
俗
演
料
館
ー

館
長
(
兼
)
同
省
吉

O
E
E係
長
議
)
渡
部
寛
行
(
運
営
全
般
)

主
査
山
本
一
英
(

離
閥
的
以
枇
悶
)

臨
時
神
山
朋
也
(
資
料
館
重
・
票
)

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
岩
田
守

O
給
食
係
長
弓
削
田
直
美

給
食
明
富
竹
内
利
昭

田
辺
定
則

倉
瀬
克
典

岩
田
英
貴

小
倉
サ
キ7
7

新
〈
〈口
房
子

三
村
佐
江
子

中
島
力
ヨ
子

佐
伯
百
手

八
木
敵
手

大
北
幸
子

越
智
鈴
美

野
中
良
手

山
内
弘
子

横
野
久
美7
7

成
田
陽
子

調差
'1 1里 詞 H

員 霊

轄里
司自問1i ノノ

彊 員
11 11 〆/11 11 11 

(
学
校
給
食
全
般
)

(
給
食
会
計
事
務
)

(
機
械
管
理
)

(
配
送
・
調
理
)

(
調

理
)

(
配
送・
調
理)

(
調

理
)

(

H

)

 

(

H

)

 

(

H

)

 

(

H

)

 

(

H

)

 

(

H

)

 

(

H

)

 

(

H

)

 

(
栄
養
士
)

(
調
理
)

(

H

)

 

重
信
幼
稚
園

園
長
渡
部
ア
イ
子

O
主
任教
諭
渡

部
敏
子
(
フ
リ

l
)

教
諭
対
馬
文
代

(
4才
児
)

田
中
千
秋

西
坂
浩
子

(
5才
児
)

O
H

森
千
夏

(
4才
児
)

O
H

高
橋
淑
香

(
3才
児
)

講
師
大
北
利
香

(
5才
児
)

宮
内
潤
予

(
3才
児
)

武
智
綾
(
フ
リ
|
)

校
務
員
池
川
キ
ヌ
7
7
(校
務
一
般
〉

北
吉
井
幼
稚
園

園
長
田
中
梨
悪
予

O
主
任
抑
制
諭
小
田
か
よ
予
(
フ
リ
|
)

教
諭
白
戸
恵
美
予

(
5才
児
)

井
上
安
世

(
3才
児
)

高
市
志
保

(
5才
児
)

O
H

朝
比
奈
弥
生

(
4才
児
)

講
師
酒
井
真
理
子

(
4才
児
)

田
中
旬
恵

(
3才
児
)

松
本
か
す
み
(
3才
児
)

議
員
(
臨
時
)
渡
部
初
美
(
校
務一般
)

退
職
者

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

福
祉
課
高
須
賀
厚

盟
国
セ
ン
ヲ野
中
ウ
メ
子

税
務
課
窪

田
正
道

拝
志
保
育
所篠
原
み
ほ

総
務
課
新
(
〈
口
ゆ
り

福
祉
課
野
村
美
保
守
す

西
山
ゆ
か
り
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C 

P 籍
お誕生おめでとう

住所 出生児 保護者 生年月日 住所 出生児 保護者 生年月日

樋口 和田優申里リ 宏 2.28 牛淵 戒能 厄英2五 久志 3 ・ 1 6

田窪 武田雛OG歩g 知白 3.3 樋口 藤本真ま巳み 健司 3 ・ 17

樋口 小川ゅ裕う次じる郎う
光明 3 ・ 3 野田3丁目 森川由聖リF崇3す

典保 3.18 

志津川 横川ゅ拓う斗と 新吾 3 ・ 5 見奈良
池川じ純ゅん平べい

孝裕 3.20 

樋口 苔 ゅ優う哉や
政弘 3 ・ 5 樋口 形上美ゐ8里と 喜文 3 ・ 21

西岡 八木麻ま菜G 美ゐ 信樹 3.8 山之内 梅岡 I!!究r.由 俊安 3 ・ 23

志津川 山本大貫 昭彦 3 ・ 9 野田2丁目 清原紗さEわE 英人 3 ・ 24

志津川
安部り良Eょう哉さし、

俊吉 3 ・ 10 横j司原 森 あ彩や香n 俊人 3 ・ 26

田窪 水田と東う我d 孝紀 3.11 牛測 松田申雪隼菜芯 洋一 3 ・ 27

田窪 竹内と純う哉や j羊 3 ・ 1 4 横河原 久代田敦昌ま雅さ 浩司 3 ・ 3 1

志津川 宮道ゅ夢う希e 5盛玉ヨヨ三 3 ・ 1 5 西岡 松崎ゅ悠う也や -主E主Z主1 4.3 

燃やさないごみ(空き缶・金属類、 びん・ガラス類) (全地区)

燃やさないごみ(ペットボトル、 その他) (横河原区)
2 {印トー

粗大ごみ (横河原区)

当番医中川病院 松山市南梅本町富976-7811

燃やすごみ収集休み

当番医山本内科 川内町北方冨966-2066

燃やすごみ収集休み
4ωト一一一一一一 ーー
当番医泉内科 川内町南方冨966-2226

燃やすごみ収集休み

当番医藤石病院 重信町志津川富964-1234

8 出|お話会 1 14:00~15:001 図 書 館

燃やさないごみ(ぺットボトル、その他) (横河原区以外)

郷土史講座 1 13:30~ I 町民 会館

廃棄図書交換市 I 9:00~ 16 :30 1 図 書 館

当番医宮内病院 松山市北梅本町富975ー0091

_ _L1_3_:~9ご1_5_:~~1 ~竺三]i'g
移動図書館車(上樋、 播磨台、野田 1 丁目、新村、 北野田)

移動図書館車(上村、 下林、 上林)

燃やさないごみ(空き缶・金属類、 びん・ガラス類) (全地区)

燃やさないごみ(ペットボトル、 その他) (横河原区)

粗大ごみ (横河原区)

当番医岸本医院 川内町北方窟966-5670

の 窓 J (4月 10日までの届出分)
お悔やみ申し上げます

住所 氏名 年令 死亡日 住所 氏名 年令 死亡日

田窪 中浦伊輿喜 84 3 ・ 15 田窪 大西悪 67 4 ・ 1

田窪 渡部佐吉 87 3 ・ 16 上林 平岡徳次 96 4 . 3 

見奈良 大森範行 68 3.17 西岡 山内敏子 89 4 ・ 6

見奈良 中上タマヨ 86 3.17 上村 永野藤子 95 4 . 7 

見奈良 泉管市 74 3 ・ 20 北野田 相原八祭予 89 4 ・ 8

田窪 田中宏霊 57 3 ・ 231 牛淵 井門ハルノ 81 4 ・ 91

樋口 岸尾トシ手 84 3.231 

見奈良 林サヨコ 82 3 ・ 24

志津川 文野英治 48 3.26 

牛淵 井上正雄 77 3.28 

南野田 イ田 敏彦 61 3.29 

場所

13:30~15:30 1 町民会 館

14: 00~1 5 : 00 1 図 書館

燃やさないごみ(ペットボトル、 その他) (横河原区以外)

粗大ごみ(田窪団地区)

ぎ会員雨量正-----二1弘主:言I~~~三津
当番医 愛媛十全医療学院附属病院川内町南方 富966-5011

移動図書館車 (山之内、樋口、横河原)

移動図書館車(志津川、八反地、西岡、田窪、牛湖、牛測団地、 自衛隊官舎)

組大ごみ (横河原・田窪田地区を除く)

生ìli~;ぞりF空賢一一一一___L~3_:~9三~5_:~~1~ _~全戸
移動図書館牽(上樋、 播磨台、野田 1 丁目、新村、北野田)

移動図書館車 (上村、下林、 上林)

当番医 国立療養所愛媛病院重信町機河原 窟964ー2411

軽自動車税納期限

燃やさないごみ(空き缶・金属類、 びん・ガラス類) (全地区)

燃やさないごみ(ペットボトル、その他) (横河原区)
6 {日)ト一一一一ー 一一一一一

粗大ごみ (横河原区)

当番医八木耳鼻咽喉科皮膚科 富964-5400

発行 愛媛県温泉郡重信町編集総務課 w791-0292 重信町大字志津川町2番地雷(089)964-2001 (代表) 印刷 NTI四国電話帳締
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